
 

 

 

      

 

 

竹のように・・・ 

筍（たけのこ）ごはんのおいしい時期となり

ました。朝の全校集会で竹について話をしまし

た。以下はその内容の一部です。 

竹は伸びるときには１日で１ｍも伸びるそう

です。竹の中身は割ってみると空洞です。非常

に割れやすそうです。しかし、雪が覆いかぶさ

ろうが、強風が吹こうが、ザワワとは揺れます

が、折れません。これは竹のつくりに「節」があることが原因のようです。節が硬くしっかりしていること

で、中が空洞でも割れにくく、衝撃や重みにも耐え、しなやかにたわむそうです。人生の中で節目節目を大

切にとよく言われますが、本校生徒も成長の過程で「節目」を大切にすることで、竹のようにしなやかで強

い人になってほしいものです。中体連、中国からの訪問団来校など学校生活の節目になりそうなことが、こ

れからもたくさんあります。失敗も成功も、いいこともわるいことも節目です。「節ありて、竹強し」です。 

生徒会活動で花の苗植えを行いました 

脊振学園の皆さんとともに生

徒会活動の一環で、花の苗植え

をしてフラワーポッドを作りま

した。ベゴニアが美しい花をた

くさん咲かせてくれています。

脊振学園の皆様、ご来校、そし

て、本校生徒との交流苗植え、

ありがとうございました。 

小中連携授業研究会を行いました 

職員の教科指導力の向上を目指し、校内

研究を行っています。小中連携を根底に据

え、互いの授業を見合って批評し、高めあ

っています。今年度第１回目の授業研究会

は、教務主任の〇〇指導教諭による３年生

の理科のイオンの学習でした。塩化水素の

電気分解を行い、それぞれの極に発生する

気体の性質を調べました。小学校の先生方にも参観に来ていただきました。 
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第５号 令和7年６月１２日 

神埼市立脊振中学校 

文責 校長 澁谷 

【学校教育目標】脊振を愛し、進んで学ぶ、たくましい子どもの育成 

【小規模特認校】神埼市内のどこからでも通えます。 

【コミュニティスクール】「地域とともにある学校」２年目（令和 6 年度～） 

 

 ＜学校ＨＰ＞ 



山西大学附属中学校訪日団受け入れに向けて準備中！ 

＜脊振音頭を披露します＞ 

Ｈ様、Ｙ様、I様のご指導をいただき、脊振音

頭を練習しています。中国の学生の訪問時に披

露する予定です。生徒たちも楽しく練習ができ

ました。 

＜中国語と太極拳を教わりました＞ 

毎年、C先生に中国語や太極拳のご指導をお願いしておりますが、今年も

来ていただきました。１年生は初めての経験ではありますが、中国語の難し

さにびっくりしたかもしれません。発音が難しいということを生徒は述べて

いましたが、当日は自分の名前が言えたり、簡単な挨拶ができたりするとい

いと思います。中国からの訪問団の来校までにあと数回ご指導いただく予定

です。 

 

＜交流の歴史＞ 

平成元年、当時の T校長先生の時に、初めて中国の研究生を脊振中に招いて、交流が始まったことを示す

新聞記事です。校長室に当時の記事が残っています。途中コロナ禍を挟みましたが、３６年の時を経ても、

今なお交流が続いていることは良い意味で驚きでもあります。（記事の下半分が切れていてすみません。） 


